
平成２６年度 学校運営連絡協議会実施報告書 

 

１ 組織   

（１）東京都立東大和高等学校学校運営連絡協議会 

 （２）事務局の構成   教務主任、教務部員２名  計３名 

 （３）内部委員の構成   

校長、副校長、経営企画室長、教務主幹、生活指導主幹、進路指導主任 学年主幹 計７名 

 （４）協議委員の構成   

大学教授 中学校長、東大和署生活安全課少年係長 地域の代表  

同窓会長、ＰＴＡ会長  計７名 

   

２ 平成２６年度学校運営連絡協議会の概要 

 （１）第１回学校運営連絡協議会 平成２６年６月１３日（金）１５：４０～１７：００ 

     会場：本校校長室  内部委員６   協議委員３名、 

     内容：協議委員委嘱、本校の現状と課題の説明、学校評価についての説明 

本校を取り巻く現状についての意見交換 

    第２回学校運営連絡協議会 平成２６年１１月２８日（金）１５：４０～１７：００ 

     会場：本校校長室  内部委員７名 協議委員４名、 

     内容：本校の教育活動についての中間報告、意見交換 

学校評価アンケート案（評価委員会案）の検討 

    第３回学校運営連絡協議会 平成２７年１月１６日（金） １５：４０～１７：００ 

     会場：本校校長室  内部委員６名 協議委員４名、 

     内容：教育活動まとめの報告、学校評価アンケート集計結果の報告 

意見交換、 学校運営に関する提言、 協議委員の学校評価の実施 

 （２）評価委員会の開催日時、会場、出席者、内容、その他  

    第１回 平成２６年１１月２８日（金）１５：３０～１５：４０ 

      本校校長室  協議委員２名、内部委員２名 

      内容：学校評価の基本方針の確認、昨年度の学校評価結果の分析・考察 

         今年度の学校評価の実施に向けた検討 

    第２回 平成２７年１月１６日（金）１５：３０～１５：４０ 

      本校校長室 協議委員２名、内部委員２名 

      内容：アンケート集計結果の分析・考察、課題の整理 

 

３ 学校運営連絡協議会による学校評価 

（１） 学校評価の観点 

学校の理解・学校の意欲・学校の実践の３つの観点に基づいて実施する。 

（２） アンケート調査の実施時期・対象・規模 

・ １２月 全校生徒   ８７５名  （回答率 ９９％） 

・ １２月 保護者       ８７５名  （回答率 ７７％） 

・ １２月 地域・住民   ８０名  （回答率 ４５％） 

・ １２月 教育職員    ４５名  （回答率 １００％） 

（３） 主な評価項目  

学校運営、学習指導、生活指導、進路指導、特別活動、施設設備、その他 

（４） 評価結果の概要 

・ 回収率について、生徒、保護者、地域とも昨年度を上回ることができた。 

・ 学校に対する満足度では、生徒、保護者、教員ともに９割を超す肯定評価を得ている。 



・ 学校に対して満足している理由は、雰囲気がよい、行事が充実している、生徒会活動が活発、

を選ぶ人が多い。 

・ 分かりやすい授業については、生徒の肯定評価が昨年に比較して１０ポイント程度下がってい

るが、新カリキュラムへの移行で生徒への負担が増えていることが予想される。 

・ 家庭学習時間２時間以上の生徒が１３％である。（昨年１３％）特に１・２年生では２％であり、

１・２年生時は部活動に全力で取り組み、３年生で勉強に切り替えるパターンの生徒が多いと

推測できる。 

・ 生活指導については、教職員の肯定評価が昨年に比べて約２０ポイント下がっている。 

・ 部活動・行事・進路指導・生活指導について、生徒の９割が肯定的な評価をしている。 

・ 体罰撲滅の取り組み、いじめ根絶の取り組みについての質問項目を今年度新たに加えた。８割

以上の肯定評価を得ている。 

・ キャリアガイダンスの取り組みについて、約５割の保護者にその内容が伝わっていない。 

・ 地域の方は、大雪の日の雪かきした生徒や挨拶をする生徒に対して好意的な意見を持っていた

だいている。学校からの情報発信を約５割の方が肯定評価をしている。 

 

４ 学校運営連絡協議会の成果と課題 

（１） 学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

・ 地域や保護者が集まり、広く教育について充実した協議ができた。 

・ 授業や家庭学習について、学習の実態や授業評価等、貴重な意見交換ができた。 

・ 自転車通学時の生徒のマナーについての学校の指導について、理解を深めることができた。 

（２） 学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

・ 生徒の学習時間を増やすための指導法の工夫は、今後とも必要である。補習、講習を充実させ、    

進路実績につなげたい。 

・ 自転車通学マナーの指導の徹底と、その取り組みを地域･住民に対して周知していく必要がある。 

 

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項 

（１） 学校運営：地域に本校の教育活動を積極的に公開し、地域とパートナーシップを築き、学   

校評価（自己評価･外部評価）や様々な提言を生かした学校経営を一層推進する。          

（２） 学習活動：分かりやすい授業については、生徒の肯定評価が昨年に比較して１０ポイント 

程度下がっているが、新カリキュラムへの移行で生徒への負担が増えていることが

予想される。今後は更なる授業内容の工夫改善、教員の授業力の向上を図る。 

授業以外での学習時間を確保させ、学習の習慣付けと自学自習する態度を養成する。

部活動の質を落とさず、部活動に精一杯取り組みながら勉強への切り替えを促す指

導を行う。 

（３） 特別活動：「協調性・社会性」や「忍耐力･根気」を養うためにも、行事や部活動を一層充  

実させる。 

（４） 生活指導：社会性・規範意識を育成し、自転車通学のマナーと身だしなみについて主体的に 

守る姿勢と態度を身につけさせる。 

（５） 進路指導：今後もキャリア教育を推進し、生徒が自ら個性や適性に応じた進路を選択でき 

る力を育てていくとともに、希望の進路を実現させる。キャリアガイダンスの取り

組みについてクラス通信などを通じて保護者に周知し連携を強化する。 

（６） 地域連携：行事や部活動などの情報を積極的に提供し、学校に来ていただく機会を提供する。    

「奉仕」体験活動等、様々な交流活動・貢献活動を今後も推進する。 

 

 

 



 

６ 「学校がよくなった」と考える協議委員の割合 

（１） 協議委員 ７人 

（２） 学校がよくなったと答えた協議委員の人数 

そう思う 多少そう思

う 

どちらとも

言えない 

あまりそう

思わない 

そう思わな

い 

わからない 無回答 

 ４  ２   １   ０    ０   ０   ０ 

 

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成績 

  【実績】  職員会議 0回 0人  企画調整会議 0回 0人 


